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③柱頭・柱脚接合部の金物の変遷
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【1】1950年～1971年（昭和25年～昭和46年）

【2】1972年～1999年（昭和47年～平成11年）

【3】2000年（平成12年）以降

・昭和25年「建築基準法」が制定される

・壁量計算が規定される

・接合金物に関する規定はなく

柱はほぞ差し又はかすがいで止める程度

・1981年（昭和56年）建築基準法改正

・必要壁量が現行基準（新耐震基準）となった

・1982年頃から住宅金融公庫の仕様書に

接合方法が明文化される

・かど金物や山形プレートが使われ始める

・2000年（平成12年）に建築基準法が改正

・阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、

接合金物の明確化、有筋基礎の義務化、

壁の配置バランス（偏心率）が規定された

・2階建て以下の木造住宅にも、壁の強さ・

配置に応じたホールダウン金物等の設置が

義務化された



附録：柱頭柱脚接合金物の形状・強さ・年代

名称
強さ

（kN/m）
使われ始めた

年代
形状

かすがい 0 ～１９９０年代

かど金物 CP-L 3.4 １９８０年代～

かど金物 CP-T
山形プレート

5.1 １９８０年代～

ホールダウン金物 10～25 ２０００年以降
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